
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
四

法
第
百
十
五
条
の
四

十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保

険
者
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
四

法
第
百
十
五
条
の
四

十
五
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
被
保

険
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護

認
定
に
よ
る
介
護
給
付
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ

ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
施
設
サ
ー
ビ

ス
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
要
介
護
認
定
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。）を
受
け
る
日
以
前
に
前

二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、第
一
号
事
業（
前

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
補

助
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
も
の
の
う

ち
、
要
介
護
認
定
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

日
以
後
も
継
続
的
に
第
一
号
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
も
の
（
市
町
村
が
必
要
と
認
め
る
者

に
限
る
。）

（
新
設
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
八

法
第
百
十
五
条
の
四

十
五
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
業
は
、
市
町
村
が
、
同
号
に
規
定
す
る
連
携
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
在
宅
医
療
及
び
介
護
が
円

滑
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
を
目
的
と
し
て

行
う
次
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
っ
て
、
地
域
支
援
事

第
百
四
十
条
の
六
十
二
の
八

法
第
百
十
五
条
の
四

十
五
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
四
号
並
び

に
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
月
二
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久





一

地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療
及
び
介
護
の
提
供

に
必
要
な
当
該
提
供
に
携
わ
る
者
そ
の
他
の
関

係
者
の
連
携
（
以
下「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
」

と
い
う
。）に
関
し
て
、
必
要
な
情
報
の
収
集
、

整
理
及
び
活
用
、
課
題
の
把
握
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
に
関
す
る
施
策
の
企
画
及
び
立
案

（
医
療
関
係
者
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ

の
他
の
関
係
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
医

療
・
介
護
関
係
者
」
と
い
う
。）と
共
同
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。）、
並
び
に
医
療
・
介
護
関
係

者
に
対
し
て
周
知
を
行
う
事
業

一

地
域
に
お
け
る
在
宅
医
療
及
び
介
護
に
関
す

る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
活
用
を
行
う
事
業

（
削
る
）

二

医
療
関
係
者
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ

の
他
の
関
係
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
医

療
・
介
護
関
係
者
」
と
い
う
。）に
よ
り
構
成
さ

れ
る
会
議
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け

る
在
宅
医
療
及
び
在
宅
介
護
の
提
供
に
必
要
な

当
該
提
供
に
携
わ
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
連

携
（
以
下「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
」と
い
う
。）

に
関
す
る
課
題
の
把
握
及
び
そ
の
解
決
に
資
す

る
必
要
な
施
策
を
検
討
す
る
事
業

業
（
同
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
。）そ
の
他
の

在
宅
医
療
及
び
介
護
に
関
す
る
施
策
と
の
連
携
を

図
る
も
の
と
す
る
。

（
削
る
）

三

医
療
・
介
護
関
係
者
と
共
同
し
て
、
在
宅
医

療
及
び
在
宅
介
護
が
円
滑
に
提
供
さ
れ
る
仕
組

み
の
構
築
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
企
画
及

び
立
案
し
、
当
該
方
策
を
他
の
医
療
・
介
護
関

係
者
に
周
知
す
る
事
業

（
削
る
）

四

医
療
・
介
護
関
係
者
間
の
情
報
の
共
有
を
支

援
す
る
事
業

二

（
略
）

五

（
略
）

（
削
る
）

六

医
療
・
介
護
関
係
者
に
対
し
て
、
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
に
必
要
な
知
識
の
習
得
や
当
該

知
識
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
研
修
を
行
う
事

業

三

（
略
）

七

（
略
）

四

医
療
・
介
護
関
係
者
間
の
情
報
の
共
有
を
支

援
す
る
事
業
、医
療
・
介
護
関
係
者
に
対
し
て
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
必
要
な
知
識
の
習
得

及
び
当
該
知
識
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
研
修

を
行
う
事
業
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

医
療
・
介
護
関
係
者
を
支
援
す
る
事
業

（
新
設
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
二
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る

額
）

（
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
二
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る

額
）

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
二

法
第
百
十
五
条
の
四

十
五
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
業
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
額
と
す
る
。

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
二

法
第
百
十
五
条
の
四

十
五
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
業
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
額
と
す
る
。

一

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
イ
に
規

定
す
る
基
準
に
従
う
事
業

イ
及
び
ロ
に
掲
げ

る
事
業
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲

げ
る
額

一

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
イ
に
規

定
す
る
基
準
に
従
う
事
業

イ
及
び
ロ
に
掲
げ

る
事
業
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
ロ
に
掲

げ
る
額

イ

第
一
号
訪
問
事
業
又
は
第
一
号
通
所
事
業

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的

な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
八
十
三
号
。
以
下
「
医
療
介
護
総
合
確
保

推
進
法
」
と
い
う
。）第
五
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
法
（
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正

前
法
」
と
い
う
。）第
八
条
の
二
第
二
項
に
規

定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
以
下
「
旧
介

護
予
防
訪
問
介
護
」
と
い
う
。）又
は
同
条
第

七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
（
以

下
「
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
い
う
。）に

相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
平
均
的
な
費

用
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
市
町

村
が
当
該
算
定
し
た
費
用
の
額
を
勘
案
し
て

別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
と

す
る
。）（
当
該
額
が
現
に
当
該
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き

は
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用

の
額
と
す
る
。
次
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。）の

百
分
の
九
十
（
市
町
村
が
百
分
の
九
十
以
下

の
範
囲
内
で
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
割
合
と
す
る
。
次
号
イ
に
お
い
て

同
じ
。）に
相
当
す
る
額

イ

第
一
号
訪
問
事
業
又
は
第
一
号
通
所
事
業

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的

な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律

第
八
十
三
号
。
以
下
「
医
療
介
護
総
合
確
保

推
進
法
」
と
い
う
。）第
五
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
法
（
以
下
「
平
成
二
十
六
年
改
正

前
法
」
と
い
う
。）第
八
条
の
二
第
二
項
に
規

定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
以
下
「
旧
介

護
予
防
訪
問
介
護
」
と
い
う
。）又
は
同
条
第

七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
（
以

下
「
旧
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
い
う
。）に

係
る
平
成
二
十
六
年
改
正
前
法
第
五
十
三
条

第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
基
準
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用

の
額
（
市
町
村
が
当
該
算
定
し
た
費
用
の
額

以
下
の
範
囲
内
で
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
額
と
す
る
。）（
当
該
額
が
現
に

当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
次
号
イ
に
お

い
て
同
じ
。）の
百
分
の
九
十
（
市
町
村
が
百

分
の
九
十
以
下
の
範
囲
内
で
別
に
定
め
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
割
合
と
す
る
。
次
号

イ
に
お
い
て
同
じ
。）に
相
当
す
る
額

（
削
る
）

八

他
の
市
町
村
と
の
広
域
的
な
連
携
に
資
す
る

事
業

令和年月日 木曜日 第号官 報 



ロ

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業

指
定
介
護

予
防
支
援
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
の
額

（
法
第
五
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
平
均

的
な
費
用
の
額
を
い
う
。）を
勘
案
し
て
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た

費
用
の
額
（
市
町
村
が
当
該
算
定
し
た
費
用

の
額
を
勘
案
し
て
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
額
と
す
る
。）（
当
該
額
が
現
に

当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
次
号
ロ
に
お

い
て
同
じ
。）の
百
分
の
百
（
市
町
村
が
百
分

の
百
以
下
の
範
囲
内
で
別
に
定
め
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
割
合
と
す
る
。
次
号
ロ
に

お
い
て
同
じ
。）に
相
当
す
る
額

ロ

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業

法
第
五
十

八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の

額
（
市
町
村
が
当
該
算
定
し
た
費
用
の
額
以

下
の
範
囲
内
で
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
額
と
す
る
。）（
当
該
額
が
現
に
当

該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を

超
え
る
と
き
は
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に

要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
次
号
ロ
に
お
い

て
同
じ
。）の
百
分
の
百
（
市
町
村
が
百
分
の

百
以
下
の
範
囲
内
で
別
に
定
め
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
割
合
と
す
る
。
次
号
ロ
に

お
い
て
同
じ
。）に
相
当
す
る
額

二

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
ロ
又
は

ハ
に
規
定
す
る
基
準
に
基
づ
く
事
業

イ
及
び

ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
額

二

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
一
号
ロ
又
は

ハ
に
規
定
す
る
基
準
に
基
づ
く
事
業

イ
及
び

ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及

び
ロ
に
掲
げ
る
額

イ

第
一
号
訪
問
事
業
又
は
第
一
号
通
所
事
業

前
号
イ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
の
百

分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
を
基
準
と
し
て
、

市
町
村
が
定
め
る
額

イ

第
一
号
訪
問
事
業
又
は
第
一
号
通
所
事
業

前
号
イ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
基
準
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額

の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
を
基
準
と
し

て
、
市
町
村
が
定
め
る
額

ロ

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業

前
号
ロ
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
の
百
分
の
百
に
相

当
す
る
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め

る
額

ロ

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業

前
号
ロ
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
の

例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
の
百
分
の
百

に
相
当
す
る
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が

定
め
る
額

三

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
二
号
に
規
定

す
る
基
準
に
従
う
事
業

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
事
業
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
額

三

第
百
四
十
条
の
六
十
三
の
六
第
二
号
に
規
定

す
る
基
準
に
従
う
事
業

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
事
業
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま

で
に
掲
げ
る
額

イ

第
一
号
訪
問
事
業
又
は
第
一
号
通
所
事
業

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
を

勘
案
し
て
市
町
村
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算

定
し
た
費
用
の
額
（
当
該
額
が
現
に
当
該
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し

た
費
用
の
額
と
す
る
。）に
市
町
村
が
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

イ

第
一
号
訪
問
事
業
又
は
第
一
号
通
所
事
業

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の

額
以
下
の
範
囲
内
で
、
市
町
村
が
定
め
る
基

準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
当
該
額
が

現
に
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。）に
市
町

村
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当

す
る
額

ロ

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業

第
一
号
ロ

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
市

町
村
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用

の
額
（
当
該
額
が
現
に
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、

当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額

と
す
る
。）に
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

ロ

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業

第
一
号
ロ

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
以
下
の
範

囲
内
で
、
市
町
村
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算

定
し
た
費
用
の
額
（
当
該
額
が
現
に
当
該
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
要
し

た
費
用
の
額
と
す
る
。）に
市
町
村
が
定
め
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
相
当
す
る
額

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

２

市
町
村
は
、
前
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
お
い
て

市
町
村
が
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
勘

案
し
て
別
に
額
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
性
等
を
勘
案
し
て
、
ふ
さ
わ

し
い
額
と
な
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
に
お
い
て

市
町
村
が
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
の
範

囲
内
で
別
に
額
を
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
性
等
を
勘
案
し
て
、
ふ
さ
わ

し
い
額
と
な
る
よ
う
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 第号官 報


